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GeotailとSuperDARNの観測による小さいサブストーム中の磁気圏尾部の高速プラ
ズマ流と電離圏対流

Fast earthward flows in the magnetotail and ionospheric convection during weak sub-
storms: Geotail and SuperDARN observations
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本研究では、2001年 5月 1日に発生した 2つのサブストームに伴う、磁気圏尾部での高速の地球方向プラズマ流と電
離圏対流の対応について調べた。オーロラの空間スケールと西向きオーロラ電流の大きさから、これらのサブストーム
は小さかった。Geotail衛星は、X～-14 Reの真夜中後側プラズマシートに位置していた。1つ目のサブストームでは、高
速流は見られなかったが、2つ目のサブストーム開始直後に、はっきりとしたダイポール化に伴う、いくつかの連続的な
高速の地球方向プラズマ流を観測した。SuperDARNの観測から、Geotailのフットプリントは、2セルパターンの朝側セ
ルの赤道側の部分に位置していたが、2つのサブストームとも、爆発相の間、朝側セル全体が強まっていた。これらの結
果から、電離圏対流は、サブストーム爆発相の間、磁気圏尾部の高速流のフットプリント付近だけでなく、セル全体で
強くなることが示唆される。


